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Intclligent Gatetta卜 |は、融通の効かない種

類の異なるメインフレームのアロントエ ンド

として洗練 されたUIを 提供し、パ ックエンド

で メインフレームを無理や り動作させるよ

うなシステムだ,計算するためσDコ ンピュー

タに lま :全 く興味が無かった私が人の役に立

つコンピュータの役割に震えるほど興奮し

たの 1ま 、彼の論文に触れたときである.

そんなときにUNIXの ソース_7-卜 に触れ、

その動作をllil‐ 認するPllP-11や VAX-11を

専有することができ、ネットワークプロトコル

の研究グループを卒いてネットワークオペレー

ティングシステムの開発を始めることができ

た。Denis Richicや Ken T110111psonな どのC

やIINIXの 開発者と親 しくなれたのも、BSI)

の開発をしていたPlill JOyや Kirk McKusick

たちと一緒 |■ 開発できたのも幸運 な時代と

人のめぐり合わせだ。ったと思う.

if:ま l,″ )モ霊J源 i象

時代といえば、1985年の電気通信事業法の

施行 JI、 WIDlEプ ロジェクト誕生への大 きな

節 目となった.19841■から開始したJl「 NET
の構築は当然、社会全体の混乱 と躊躇の中

からネットワーク時ftへ の試行を意味してい

たからだ.

JIINETの りL戦 を、常時接続の自律分散シス

テムヘと展開する議論をしたときに、Ff・ 要な

イメージを共有したことが忘 れ らオ1な い .

1財 界中′)コ ンピュータが全部つながって、

分散システムとして_riく 」.こ れがWIID Eプ ロ

ジェクトの始まりの理想像だった.大規模広

晟分散環境、地球全体がゆるやかな分散シス

テ′、として動く。この理想に向かってスタート

を切ったのがW11)Eプ ロジェクドであった.

響し戦め先ヘ

次脅3参 奮1の理想

あれから30年 、WID Eは その理想に向かって

できることは、なんであれ,L戦 してきた.デバ

イスやシステ′、ソフトウェアの開発はもちろ

ん、アプリケーションやオペレーションの発展

にも注力してきた.IElTや ISllCに積極的な

役割を果たし、開発した技術が新しい社会基

盤となるための活動も続 けてきた.

WID Eプ ロジェクトが地球規模の大11模 広

域分散 J策 境の構築 と実証に、大きな成果を

積み上げてきたこと|ま 事実である.こ の理想

を理解し、支援 して頂いた方々、なによりこの

理想を共有しプリを合わせてきた仲間たちに′心

からの感謝と敬意を表したい。

し力t、 成就した成果 |よ 、次・ 7時代のプラット

フォームとなる.プラットフォームが発展すオ1

ば、そこで発展する技術は高度化する。高度

化したサービスはより強いブラットフォームと

より高度な技術を要求する.

大規模広城分散環境は、常に新しい驚きと

新しい ll難 を生み l・
lす 環境である.成 就し

た環境があるからこそ、次の30年の理想を語

ることができる。理想を語 ることがで きれ

ば、新しい成果を成就することができる.

Wll)Eプ ロジェクトは今新 t′ い理想を語る.
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発端はオペレーティングシステムだった.

′ヽ一ドウェアとシステムソフトウェアの関係

に夢中になったっプログラミングとそれによっ

て指示するコンピュータの i‐/J作 は、私のllの

前のデジタルテクプロジーの無限の魅力の

扉を次々と開いていった.コ ンピfL― 夕が繋

がって連携し、利用者にあたかも一つのコン

ピュータであるような幻想を与える分散処理

も魅力的だった.負 荷分散や耐故障性、そし

て、コンピュータが勝手に判脚iし て動作する

白律分散制御には夢があった,

後にマイクロソフトリサーチを率いること

になるRick Rashidの システム、R()chestelヽ s

WIDEプロジェク トが地球規模の

大規模広域分散環境翁構築 と実証に、

大きな成果を積み上げてきたことは事実である。



W IID Eプロジェクト発足から30年 が経過しました.

この間、産官学を問わず多様な団体や研究者たちの連携により、数多くの割iし い試みが成果をお

さめてきました.今日見られるインターネット環境構築の一翼を担ってきたWIIDEプ ロジェクトの

歴史は、インターネットの道化のltt史と共にあります.

国を含むすべての組織 間での

自由な情報流通の実現 が、

インターネプヽトの遺伝子が生き残 はために

「インターネヽ■ 力議訂提Jのな::会が、
いよいよ起動

お陰様をもちましてWIll Eブ ●‐ジェクトの発

足から30年がIIち ましたぅ

技術だけでなくこの lll界 を取り巻く社会や環境

も大きく変化し、Wil嘔 ブ'ロ ジェクトが日指した

「インターネットが前提」の社会が、いよいよ起

動しつつあり、デジタル社会の新しい進化が始

まりつつ ilり ます.め ざましく進歩 進化するデ

ジタルIL会 の中、皆様と常に新しい挑戦を続

け、試行錯誤を繰り返しながらも 歩 歩前進

することができたの|ま 、活動を支えてくださった

皆様のご協力・ご支援の賜物であると深く感

謝しております.

|サ イバー̈ザ ァーストな

社会経 済ヘ

インターネットは、定冠詞のTheと 大文字の
‖
1・ を用いて、Thc lnternetと 表記します .

lll界 でただ1つのデジタブし́ネットワークで、国境

を越え、地球上のすべてのヒトとモノがデジタ

ル情報を自由に送信・受信 ・利用・加工す

る環境を実現するからです.イ ンターネットは、

これまでの1カ 理的なモノの存在を前提にした

社会経済活動を、デジタリしで置き換え、新しい

ループL′ に基づいた「サイバー ファーストJな 社

会経済へと進化しつつあると捉えています。こ

れまでのインターネットは、世界中の「人」をデジ

タルメッセージで結.ぶ the systelntで したが、tヽ よ

いよ、世界中の「モノJを結ぶthe s5:stemと いう

新しい扉を開きつつあるのではないでしょうか。

物理空間とサイバー空間の融合は、現実の拡

重要で必要な要件となるのです。

張、すなわちARや VRだけで1ま なく、I● T、 さら

に、人工知能と共存することによる、人類の

能力の拡張へと向かいつつあるのではない

でしょっか.

すなわち、サイバー空間に開じこもっていたイン

ターネットは、すべての物理空間へと拡張し、

IoTや ビッグデータと呼ばれる新しいエコシステ

ムを形成 しつつあり、インターネット171「 新たな

党醒Jと 呼んでもよいのではないでしょうか,

進化・電察づる

インデーネットの 1菫 i氏 子

すべての生命体は、遺伝子という設言1図 を持っ

ており、この設計lKilに したが‐デ〔個体が形成さ

れる。遺伝子は、交叉を続けることで多様性を

拡張しなから、 方で淘汰によ‐って収ntさ れな

から、新しい設計図を,1造・糸経示しています.

インターネットの遺伝子は、I・ Tや Socicty5 0

で示されている異業種問連携によるデジタルイ

ノベーションの段階へと進化 ,覚 醒しつつある

こ捉えることができるのではなtヽ でしょうか.

このような方向性は、WIDEが 10周 年の時の

IP、16の 推進、20周 年の時のすべて(Dli業 領

域へのインターネットの浸透に合致しており、

30周 年を迎え、すべての社会・産業活動を

「インターネットを蔵t提に再設計する1段 階を

日オ旨してtヽ くことになります。

インターネットの遺伝子|ま 、独自の1l fllで 開

じたエコシステムを形成 していた排他性を

持ったサイロ(Stove&Pipe)を 、共通の技術

を用いて相互接続し、1つのシステムにするこ

とを日指 しまづ.し たがって、インターネット

の遺伝子にとっての最大の対立遺伝 子は、
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インターネットを調提に

再設計する段褥ヘ

「サイロ化J「 プロックfヒ Jで あり、保護主義

的な政策との摩擦を発生させる場合が少な

くなく、共存のための対話が重要 となりま

す.回 を含むすべての組織問(こ れをマルチ

ステークホルダと呼ぶ)で の自由な情報流通

の実現が、インターネットの遺伝 子が生き残

るために重要で必要な要件となるのです。

WIDEプ ロジェクトα)ダ ンバー皆様には、

WIDEプ ロジェクトを最大限に活用していた

だき、最先端のデジタルエコノミーを牽引する最

新の技術・ビジネスの動向と現状を把握し、ま

すますlJll速 するインターネット革命を生き抜く

に資する、叡智 を発見・体験し、これを具現

化し、自組織 と社会/71発展に貢献する機会と

捉え、一緒に活動できれば幸いでございます.

● WIDE PRO」 ECT 30th anniversary
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